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トトは、サマーズとは違って、開けてはいないけど、素朴で気取りのない港町だった。
船乗りさんを訪ねたボクたちは、スカラビ行きの船に乗せてくれるよう頼んだ。ところが。
「悪いけど、オレは今とてもそんな気分になれないんだ……ハア～
いかにも海の男とといったごっつい船乗りさんは、背中を丸めて深くため息をついた。
「いやね、ウチの女房がサマーズのストイッククラブってえ店に入りびたっちまってて……
哲学だかなんだか知らねえが、朝から晩までわけのわかんねえこといってんだ
「ストイッククラブ?」
「エセ文化人が集まる、気取った店さ。入店するにはアポが必要なんだと。スカシテらあ!
あーあ……女房のやつが作るマジックケーキはこのあたりでも評判でよ。それが今じや、商
売そっちのけさ。……オレたちもうおしまいなのかな」
うーん、スカラビへの船を出してもらうには、この船乗りさんに元気になってもらわなく
ちや。それには奥さんをその変な店から連れもどさなきゃならないな。
でもって、そのマジックケーキとやらもできたら一口食べてみたい、な!
「え?おまえさんたちがかあちゃんを説得してくれるって?そうか、駄目でもともとだ、
ホレ、これがその店の住所と電話番号だ。頼んだよ!
夫婦の危機と地球の危機を救うため、ぼくたちは再びサマーズへ!移動は……。

